
指定管理者評価に係る合議の概要

【概要】次頁のとおり

施設名 箕面市立光明の郷ケアセンター

指定管理者名 社会福祉法人大阪府社会福祉事業団

開催日 令和６年（202４年）１２月１０日（火）

開催場所 総合保健福祉センター分館 ２階講堂

合議の出席者

箕面市北部西南地域包括支援センター管理者 中村 勝利氏

箕面認知症家族会「びわの会」 全並 美知子氏

箕面市居宅介護支援事業所・介護予防支援事業所連絡会 西川 直也氏

箕面手をつなぐ親の会 坂口 かつこ氏

箕面市障害者市民施策推進協議会 羽藤 隆氏
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内容

令和６年１２月１０日（火）に総合保健福祉センター分館２階講堂にて、指定管

理者の評価に係る合議を実施しました。主な指定管理者の説明及び合議出席者の

意見は以下のとおりです。

1）障害者地域活動支援センター事業について

（指定管理者）

コロナの影響がまだ残る令和５年だったが、利用者やご家族のかたから外出し

たいというご意見があり、遠出は難しいが外で野菜を育てるなどを実施した。ま

た、SNS で積極的に発信をおこなった。最近は、就労 B 型で就労しているかた

が、週何日か地域活動支援センターを利用し、元気を取り戻してくださっている

ということがあり、この施設が、障害者のかたのステーションになればと考えて

いる。

（合議出席者）

利用者について、定員に対して少ないのではないか。また収支状況は黒字にな

っているがどういうことか。

（指定管理者）

令和５年度前半は利用者数が少なかったが、後半にかけて利用者数が増えたこ

と、生活介護の利用者が増えたことが増収につながっている。地域活動支援セン

ターの利用者についても、後半利用者数は増えている。

（合議出席者）

アンケートにある外出希望については、どのように検討されているか。

（指定管理者）

万博公園に行くなど実施している。外出にストーリーをつくり、最終目標を設

定、それに向かって外出を行うようにしている。自己決定を大切に考え、外出につ

いて利用者も参加する会議を実施し、外出先や外出中のルールも利用者自ら決め

ていただくようにしている。

（合議出席者）

決定する会議に利用者も参加しているのか。

（指定管理者）

利用者主体の会議を開催している。

（合議出席者）

広報活動を積極的にしているとのことだが、SNS 以外に実施しているのか。

（指定管理者）

SNS 以外の広報活動としては、地域の防災会議に出席したり、できるだけ地域

に参加することを考えている。今後は、利用者と共に地域へ貢献できるようなこと

を検討している。

（合議出席者）

ホームページはあるが、もっと詳しくわかりやすいものであれば良いと考える。

（指定管理者）

府事業団で他施設とあわせて作成しているものだが、確認し検討していく。

（合議出席者）

事故が１件あったが、どういう事故だったのか。

（指定管理者）

通常は軍手を付けはさみを使用するが、軍手を付けずにはさみを使用し、手を

切ってしまった。

（合議出席者）

事故については、十分注意していただきたい。

収支について、地域活動支援センター、生活介護、相談支援を分けて記載してほ

しい。また、地域活動支援センターに年齢制限はあるか。

（指定管理者）

収支についてはわかりやすい記載を検討していく。年齢の上限制限はない。

（合議出席者）

利用者の年齢が２０代から７０代と幅広い中で、気を遣うことや苦労はあるか。
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内容
（指定管理者）

年代に関わらずそれぞれの考えや思いがあることは尊重しているが、年齢層が広

いことは社会と同じであり、このセンターの強みだと考えている。

（合議出席者）

事故について件数が少ないと感じるが、ヒヤリハットの数としてはどうなの

か。

（指定管理者）

十分に気をつけており、ヒヤリハットは毎月の施設会議で共有している。

（合議出席者）

BCP、災害対応、危機管理マニュアルはどうなっているか。

（指定管理者）

作成している。また、実際に施設利用時に災害が発生した場合について、利用

者おひとりおひとりの計画を、ご家族と調整しながら作成している。

２）老人デイサービスセンターについて

（指定管理者）

老人デイサービス事業に加え、昨今のニーズに合わせ、在宅生活が継続できる

よう個別機能訓練を実施しており、利用者の思いや日常生活に合わせて機能訓練

計画を作成している。科学的介護推進体制加算を算定し、利用者の ADL を職員

全員で共有し、毎月のミーティングでも再確認し適宜見直しを行っている。また、

歩行訓練アプリを導入し、運動することに興味を持っていただくよう支援してい

る。継続事項としては、夕食弁当サービスを行い、デイサービス帰宅後もご自宅

で栄養のとれる食事の提供を行っている。ボランティアの催し物については、令

和５年度は１回ギター演奏を実施した。令和６年度は調整中。今後も増やしてい

きたいと考える。

（合議出席者）

リハビリのアプリについては、どういったものか。

（指定管理者）

AI 歩行分析アプリ「トルト」というもの。

（合議出席者）

それは、例えばケアマネジャーと共有できるのか。

（指定管理者）

紙媒体で共有可能、実際にケアマネジャーやご家族と共有している。動画での

共有はできないものとなっている。

（合議出席者）

ヤングケアラーへの食支援は、利用者家族へなのか、利用者と関わりのないか

たへなのか。

（指定管理者）

現在支援しているのは利用者と関わりのないかた。利用者家族への提供も可能

で、地域でお困りのヤングケアラーに対して支援するもの

（合議出席者）

たとえば、私の担当している利用者ご家族がヤングケアラーと思われる場

合、相談可能か。

（指定管理者）

相談があったときは、この食支援でお困りごとの問題解決につながるか等、お

話しさせていただき、利用の可否を検討する。

３）小規模多機能型居宅介護事業所「ひねもす」について

（指定管理者）

夜間訪問体制強化について、利用者、ご家族の希望にそった終末期を支援する

にあたって重要と考えているが、夜勤体制や深夜帯の訪問が難しく、今後も継続
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できるよう検討を進めている。希望にそった外出支援についても、感染対策を講

じた上で外出支援を少しづつ増やしている。無料ひねもす体験デイについて、３

件の体験があり、検討いただけている。できるだけ長く在宅生活を継続するにあ

たってのひねもすの利用のしかたを知っていただけるよう今後もしっかりと行っ

ていきたい。

（合議出席者）

希望にそった外出支援サービスの検討のなかに、ゆっくり話をすると書いてあ

り、心のケアにつながると感じた。

（指定管理者）

そこは小規模多機能の良いところと考えている。１つの事業所で、訪問、同行

支援もできることが良いと考えている。ご希望がある場合は、スタッフの時間調

整が必要なため、前もってご希望いただくようにしている。

（合議出席者）

宿泊について、長いかたはどれくらい宿泊されるのか。

（指定管理者）

それぞれで、１泊のかたもおられるし、長いかただと１ヶ月のかたもおられる。

（合議出席者）

外出支援サービスについて、通いのサービスを利用中のかたは利用できるのか。

（指定管理者）

訪問、通いのかたがご利用されている。

（合議出席者）

それぞれ利用者の最大は何名か。空き状況はどのような状況か。

（指定管理者）

定員は２７名、通いは１５名、宿泊は１日５名となっており、空き状況は、変

動があるため、そのときにお問い合わせいただきたい。常に空きなしという状

況ではない。

４）総評
各事業について、障害者、高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けるため、継続

的に実施していくべき事業内容であることを確認しました。

アンケートの結果及び合議で出た意見からも、総じて指定管理者として円滑な

運営を行っていると、市として評価します。


